
第 27 回　９　人　制　道　央　大　会

　平成23年8月7日(日)　札幌市美香保体育館

【 男 子 の 部 】

【 女 子 の 部 】

【 ４号球の部 】

　

【成績結果】
男 子 の 部 優　勝　ＢＡＴＴＬＥ 準優勝　葵クラブ ３位　郵政札幌（札幌市）

（札幌市） （札幌市）
女 子 の 部 優　勝　ＢＡＴＴＬＥ 準優勝　札幌市役所 ３位　ＤＯＬＰＨＩＮ（札幌市）

（札幌市） （札幌市） 　　　ビリーブ（札幌市）
４ 号 球 の 部 優　勝　ＫＯＨＮＡＮ 準優勝　ＺＥＲＯ ３位　札幌クラブＧ（札幌市）
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2 15 - 21 主：沖中英樹
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優　勝
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(２年連続３回目)

主：津田良二
副：小瀧健二

戦評（女子決勝戦）1セット目、各組全勝同士の女子決勝戦は、
前半から一進一退の攻防を展開する。攻守に優るBATTLEが12
番関根のサービスエースでこのセットを先取する。2セット目、両
者一歩も譲らない展開は、中盤から札幌市役所は2番エース川
村にボールを集めセットカウントを対とする。3セット目、前半
BATTLEは調子を上げリードする。中盤札幌市役所も粘り強い
バレーで追い上げるが前半リードを最後まで詰めることができ
ず、セットカウント2-1でBATTLEが勝利し、2年連続3回目の優勝
を飾った。
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KOHNAN（札幌市）

(初優勝)

戦評（女子４号球決勝戦）第1セット、KOHNANは2番山科の連続
サービスエースでで大きくリードする。ZEROはいつもの拾って繋ぐ
バレーができず、KOHNANが21-8と先取する。第2セット、前半から
流れはKOHNANで高さあるブロックとサービスエースなどで点数を
重ね大きくリードする。ZEROは最後までいつものリズムが戻らず、
KOHNANが21-11と連取し初優勝を飾った。
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主：瀧澤和也
副：小瀧健二

主：小瀧健二
副：沖中英樹

主：沖中英樹
副：瀧澤和也優　勝

BATTLE(札幌市)
（初優勝）

戦評（９人制男子決勝戦）第1セット、BATTLEの強力なアタックに対し、葵クラブは粘り強いバレーで追う展開となる。終始リードしたBATTLEが21-16で先取す
る。第2セット、葵クラブはエース4番阿部にボールを集めリード、BATTLEは3番原の活躍で逆転し中盤から接戦となったが、葵クラブは選手の負傷中断後、他
のメンバーの頑張りで流れを掴み21-15で葵クラブがセットカウントを対とする。第3セット、序盤は葵クラブの3番瀬川の連続サーブポイントでリードするが、葵
クラブのミスに乗じてBATTLEは逆転する。一進一退の攻防は終盤強力なスパイクが決まり始めたBATTLEが21-16と勝利し初優勝を飾った。


